
三
六

『
平
家
物
語
』
合
戦
語
考

　
　
　
　
頼
朝
挙
兵
講
・
一
谷
の
合
戦

延
慶
本
・
覚
一
本
を
め
ぐ
っ
て

生
　
　
形

貴
　
　
重

１
・
は
じ
め
に
　
　
　
盛
俊
最
期

　
『
平
家
物
語
』
巻
九
に
描
か
れ
る
一
谷
の
合
戦
に
は
、
様
々
な
人
々
の
最
期

が
語
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
平
氏
の
侍
大
将
越
中
前
司
盛
俊
の
最
期
は
無
惨

で
あ
る
。
今
、
盛
俊
の
最
期
を
み
る
こ
と
か
ら
、
問
題
を
と
ら
え
る
こ
と
に
す

る
。　

「
今
は
お
つ
と
も
か
な
は
じ
」
と
討
死
を
覚
悟
し
た
盛
俊
は
、
猪
俣
小
平
六

則
綱
に
組
み
合
い
、
彼
を
押
し
伏
せ
、
今
に
も
首
を
掻
こ
う
と
す
る
。
盛
俊
は
、

則
綱
の
「
理
を
ま
げ
て
則
綱
を
た
す
け
給
へ
。
御
へ
ん
の
一
門
な
ん
十
人
も
お

は
せ
よ
、
則
綱
が
勲
功
の
賞
に
申
か
へ
て
た
す
け
奉
ら
ん
」
と
い
う
助
命
の
懇

願
に
対
し
、
　
「
大
い
に
い
か
（
ツ
）
て
」

　
　
盛
俊
身
こ
そ
不
肖
な
れ
共
、
さ
す
が
平
家
の
一
門
也
。
源
氏
に
た
の
ま
う

　
　
ど
は
思
は
ず
。
源
氏
又
盛
俊
に
た
の
ま
れ
う
ど
も
よ
も
お
も
は
じ
。
に

　
　
一
ツ
一
く
い
君
が
申
様
哉

と
、
そ
の
願
い
を
拒
絶
す
る
。
自
ら
の
死
に
場
を
定
め
、
死
の
一
瞬
に
至
る
ま

で
平
氏
の
侍
大
将
と
し
て
の
自
己
を
燃
や
し
尽
く
そ
う
と
す
る
盛
俊
の
執
念
が
、

「
さ
す
が
平
家
の
一
門
也
」
と
い
う
言
葉
の
中
に
、
力
強
く
籠
め
ら
れ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
則
綱
の
「
ま
さ
た
や
、
降
人
の
頸
か
く
や
う
や
侯
」

と
い
う
二
言
に
、
則
綱
を
助
げ
た
盛
俊
は
、
今
度
は
則
綱
に
「
水
田
へ
の
け
に

つ
き
た
を
」
さ
れ
、
あ
え
な
く
首
を
掻
か
れ
て
し
ま
う
。

　
同
様
の
死
に
様
は
、
己
れ
の
子
息
に
似
て
い
る
が
故
に
助
げ
た
入
善
小
太
郎

行
重
に
討
た
れ
た
高
橋
判
官
長
綱
の
場
合
に
も
語
ら
れ
て
い
る
。
　
（
巻
七
「
篠

原
合
戦
」
）

　
　
あ
な
む
ざ
ん
、
去
年
を
く
れ
し
長
綱
が
子
も
、
こ
と
し
あ
ら
ぱ
十
八
歳
ぞ

　
　
か
し
。
わ
君
ね
じ
き
（
ツ
）
て
す
つ
べ
げ
れ
共
、
た
す
げ
ん

と
い
う
、
人
の
親
と
し
て
の
情
故
に
、
敵
に
討
た
れ
た
長
綱
の
場
合
も
、
先
の



盛
俊
と
同
様
、
一
片
の
人
間
的
な
情
の
付
げ
入
る
隙
も
な
い
戦
場
の
現
実
と
、

そ
う
し
た
死
に
様
故
に
く
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
彼
等
の
人
間
像
と

を
、
あ
ま
す
と
こ
ろ
な
く
伝
え
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
死
と
い
う
人
間
存
在
の
否
定
そ
の
も
の
が
語
ら
れ
る
と
き
、
死
に
ゆ
く
者
の

人
間
性
が
初
め
て
強
烈
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
、
そ
う
し
た
非
情
で
残
酷
な

変
革
期
固
有
の
は
か
な
く
厳
し
い
人
間
存
在
の
あ
り
方
が
描
か
れ
て
い
る
と
い

え
る
だ
ろ
う
。

　
さ
て
、
盛
俊
の
最
期
は
、

　
　
日
来
鬼
神
と
聞
え
つ
る
平
家
の
侍
越
中
前
司
盛
俊
を
ば
、
猪
俣
小
平
六
則

　
　
綱
が
う
（
ツ
）
た
る
ぞ
や

と
い
う
、
則
綱
の
高
ら
か
な
声
で
完
結
す
る
。
が
、
そ
れ
は
、
盛
俊
個
人
の
死

を
描
く
こ
と
に
留
ま
ら
ず
、
一
門
総
崩
れ
と
な
る
戦
況
を
も
同
時
に
表
現
し
て

い
る
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
盛
俊
最
期
は
、
一
方
で
戦
場
に
お
き
た
一
武
将
の
最
期
の
悲

劇
を
描
き
っ
っ
、
他
方
、
忠
度
・
重
衡
・
敦
盛
・
知
章
等
々
、
う
ち
続
く
平
氏

公
達
の
悲
劇
を
導
き
出
す
も
の
と
し
て
も
あ
り
、
そ
う
い
う
意
味
で
、
す
ぐ
れ

　
　
　
　
　
　
＠

た
叙
事
詩
的
構
成
の
一
部
を
彩
作
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
覚
一
本
の
右
の
よ
う
な
す
ぐ
れ
た
文
学
的
表
現
に
対
し
て
、
今
、
延
慶
本
の

記
事
を
対
比
し
て
み
よ
う
。
延
慶
本
の
記
事
を
み
る
と
き
、
覚
一
本
と
比
較
し

て
き
わ
め
て
重
要
な
相
違
点
が
、
合
戦
講
に
共
通
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
い

　
　
　
　
　
『
平
家
物
語
』
合
戦
護
考

か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
す
な
わ
ち
、
第
一
に
注
目
す
べ
き
点
は
、
延
慶
本
で
は
、
則
綱
の
助
命
の
懇

願
に
対
し
て
、
盛
俊
が
次
の
よ
う
に
応
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。

　
　
サ
ソ
カ
シ
盛
俊
ハ
子
供
ア
マ
タ
ア
リ
女
子
男
子
ノ
間
二
廿
余
人
侯
サ
ラ
ハ

　
　
助
給
ヨ
一
定
カ

　
つ
ま
り
、
延
慶
本
に
は
、
覚
一
本
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
決
死
の
思
い
で
戦
場

に
踏
み
止
ま
る
英
雄
的
な
盛
俊
像
は
な
く
、
む
し
ろ
、
味
方
の
敗
戦
と
い
う
現

実
の
中
で
、
い
か
に
一
族
の
保
身
の
術
を
み
つ
げ
る
か
に
腐
心
す
る
小
領
主
と

し
て
の
盛
俊
像
が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
し
か
も
ま
た
、
延
慶
本
の
盛
俊
の
最
期
は
、
覚
一
本
に
み
ら
れ
る
よ
う
な
形

で
は
先
結
せ
ず
、
む
し
ろ
盛
俊
を
討
ち
取
っ
た
側
の
則
綱
の
功
名
課
と
し
て
語

ら
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
っ
ま
り
、
盛
俊
に
い
っ
た
ん
助
け
ら
れ
た
則

綱
は
、
盛
俊
と
二
人
で
休
息
を
と
る
が
、
そ
こ
に
源
氏
方
の
武
士
猪
俣
党
の
人

見
四
郎
が
落
ち
合
う
。
則
綱
は
、

　
　
人
見
四
郎
待
付
テ
討
タ
ラ
ハ
ニ
人
シ
テ
コ
ソ
討
タ
レ
ト
イ
ワ
ム
ス

と
思
い
、
即
座
に
盛
俊
の
首
を
掻
く
が
、
肝
心
の
功
名
の
証
し
で
あ
る
首
を
多

勢
の
人
見
四
郎
に
奪
わ
れ
る
。
し
か
し
、
則
綱
は
後
目
の
為
に
盛
俊
の
耳
を
切

り
取
っ
て
お
き
、
首
実
検
の
場
で
再
び
功
名
を
彼
の
手
に
取
り
戻
す
の
で
あ
る
。

　
以
上
が
延
慶
本
の
盛
俊
の
最
期
の
あ
ら
ま
し
で
あ
る
が
、
明
ら
か
に
延
慶
本

の
記
事
は
、
覚
一
本
の
そ
れ
と
異
な
り
、
則
綱
の
知
略
を
称
讃
し
そ
の
功
名
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
　
『
平
家
物
語
』
合
戦
課
考

語
り
伝
え
る
点
に
主
眼
点
が
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
延
慶
本
の
記
事
に

古
態
性
が
認
め
ら
れ
よ
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
冨
倉
徳
次
郎
氏
ら
の
指

摘
が
乳
・
今
こ
こ
で
触
れ
な
い
。
し
か
し
、
功
名
の
為
に
盛
俊
姦
ぎ
、
耳

を
切
り
取
る
と
い
っ
た
凄
惨
な
叙
述
か
ら
、
逆
に
討
ち
取
ら
れ
た
盛
俊
の
哀
し

い
最
期
と
侍
大
将
と
し
て
の
彼
の
人
間
像
を
描
く
叙
述
へ
と
い
う
、
両
諸
本
の

相
違
は
重
要
で
あ
る
。
討
ち
取
っ
た
側
か
ら
討
ち
取
ら
れ
た
側
へ
と
い
う
叙
述

の
主
眼
の
移
行
は
、
合
戦
課
に
お
げ
る
増
補
系
諸
本
と
語
り
系
諸
本
と
の
基
本

的
な
相
違
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
、
　
『
平
家
物
語
』
が
語
ら
れ
る
に
１
つ
れ
て
、
そ
の
合
戦
課

を
す
ぐ
れ
た
文
学
的
表
現
に
高
め
て
ゆ
く
道
筋
は
、
　
『
平
家
物
語
』
の
文
学
性

や
覚
一
本
の
評
価
に
っ
い
て
も
、
重
要
な
足
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
は
ず
で

あ
る
。
本
稿
は
、
そ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
語
り
系
諾
本
で
は
略
述
さ
れ
て
い

る
頼
朝
挙
丘
ハ
課
と
、
一
谷
の
合
戦
と
を
素
材
に
し
て
、
延
慶
本
．
覚
一
本
の
叙

述
を
中
心
に
検
討
し
考
察
し
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

２
・
頼
朝
挙
兵
課

　
い
わ
ゆ
る
増
補
系
諸
本
に
は
、
語
り
系
諸
本
で
は
略
述
さ
れ
て
い
る
頼
朝
挙

兵
課
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

　
　
『
平
家
物
語
』
諸
本
を
大
別
す
る
最
も
顕
著
た
点
は
こ
こ
に
あ
る
。

と
市
古
貞
次
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
相
違
は
、
た
ん
に
記
事
の
有
無
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

い
う
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、
語
り
も
の
と
し
て
の
『
平
家
物
語
』
を
考
え
る
上

で
も
重
要
な
点
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
、
ま
ず
頼
朝
挙
丘
ハ
課
を
、
延
慶
本
の
記

事
を
も
と
に
し
て
、
そ
の
概
要
を
表
に
ま
と
め
て
考
察
す
る
こ
と
に
す
る
。

頼
朝
挙
兵
静
（
延
慶
本
第
二
末
　
巻
五
１
）
概
要

備
　
　
考

ｏｏ

佐
六
木
老
共
佐
殿
ノ
許
へ
参
事

－
　
頼
朝
、
院
宣
ヲ
見
テ
北
条
時
政
二
挙
兵
ヲ
相
談
。

北
条
上
総
介
広
常
・
千
葉
介
常
胤
・
三
浦
介
義
明

等
ノ
援
助
ガ
ア
レ
バ
、
事
ハ
必
ズ
成
就
ス
ル
ト
進
言

　
シ
、
敵
対
ス
ル
者
ト
ッ
テ
、
畠
山
重
忠
・
稲
毛
重
成

　
・
畠
山
重
能
・
小
山
田
有
重
ヲ
ア
ゲ
ル
。

２
　
頼
朝
、
八
月
十
五
日
ノ
八
幡
大
菩
薩
ノ
放
生
会
以

降
二
挙
兵
ス
ル
コ
ト
ヲ
決
意
ツ
、
目
ヲ
送
ル
ト
コ
回
、

京
ヨ
リ
佐
々
木
秀
義
ノ
許
二
、
頼
朝
挙
兵
ノ
発
覚
ヲ
、

　
大
庭
景
親
ガ
告
ゲ
ル
。

３
　
佐
々
木
秀
義
、
太
郎
定
綱
ヲ
シ
テ
ソ
ノ
旨
北
条
二

　
告
ゲ
サ
セ
ヨ
ウ
ト
ス
ル
。
八
月
九
目
、
定
綱
、
頼
朝

　
二
急
報
シ
、
二
郎
経
高
・
三
郎
盛
綱
．
四
郎
高
綱
ヲ

　
具
シ
テ
、
頼
朝
ノ
許
二
参
上
。
平
家
方
二
組
、
、
、
ス
ル

　
豪
族
ト
ノ
縁
者
デ
ア
ル
ニ
郎
・
四
郎
モ
、
喜
ソ
デ
頼

　
朝
方
二
参
加
。

屋
牧
判
官
兼
隆
ヲ
夜
討
ニ
ス
ル
事

－
　
八
月
十
六
日
、
佐
六
木
兄
弟
、
頼
朝
ノ
許
二
参
上
。

頼
朝
喜
ビ
ｚ
言
葉
ヲ
述
ベ
ル
。
挙
兵
ハ
十
七
目
ト
決

定
。
２
　
頼
朝
ノ
許
二
仕
エ
ル
女
二
通
ツ
テ
ク
ル
兼
隆
ノ
雑

色
ヲ
捕
エ
ル
。
ソ
レ
ヲ
機
二
、
十
七
目
子
の
刻
、
北

条
・
佐
六
木
ノ
人
共
、
三
四
十
人
テ
、
屋
牧
館
へ
進

　
発
。

「
長
門
本
」
ホ
ボ
同

文
。
「
四
部
本
」
ハ
、

石
橋
山
ノ
合
戦
マ
デ

ノ
記
事
、
キ
ワ
メ
テ

簡
略
二
記
ス
。

「
長
門
本
」
ホ
ボ
同

文
デ
ア
ル
ガ
、
６

ノ
所
ノ
「
延
慶
本
」

「
法
花
経
ヲ
一
字
モ

ヨ
マ
ヌ
加
藤
次
カ
ハ

巻
ノ
ハ
テ
ヲ
今
、
ミ
ツ

ル
カ
ナ
」
ノ
歌
、
ナ

シ
。
「
盛
衰
記
」
、
ｏ



員働固的

３４５６ 　
伊
豆
国
住
人
加
藤
景
簾
、
事
ア
ル
ヲ
察
知
シ
、
頼

朝
ノ
許
二
参
上
。

　
佐
々
木
ノ
人
六
、
マ
ズ
兼
隆
ノ
郎
等
権
介
兼
行
ノ

家
ヲ
襲
イ
、
兼
行
ヲ
討
チ
、
屋
牧
館
へ
進
軍
。

　
頼
朝
、
挙
兵
成
功
ノ
合
図
ガ
ナ
イ
為
、
加
藤
景
簾

二
自
ラ
小
長
刀
ヲ
与
工
、
北
条
等
ノ
陣
二
遣
ス
。

　
景
簾
、
苦
戦
中
ノ
北
条
ノ
陣
二
到
着
。
景
簾
ノ
奮

闘
ニ
ョ
リ
、
屋
牧
判
官
兼
隆
ヲ
討
ツ
コ
ト
ガ
デ
キ
ル
。

兵
衛
佐
勢
ノ
付
事

－
　
伊
豆
ノ
在
地
ノ
武
士
共
、
多
ク
頼
朝
方
二
付
ク
。

２
　
頼
朝
、
味
方
ノ
中
心
デ
ア
ル
北
条
時
政
・
土
屋
宗

遠
・
土
肥
実
平
等
ヲ
召
シ
、
今
後
ノ
事
ヲ
評
定
。

兵
衛
佐
国
々
へ
廻
文
ヲ
被
遺
事
。

１
　
実
平
ノ
提
言
ニ
ョ
リ
、
国
々
へ
廻
文
ヲ
遺
ス
。

２
　
上
総
介
広
常
・
千
葉
介
常
胤
・
三
浦
介
義
明
等
、

頼
朝
勢
二
加
ワ
ル
事
ヲ
約
束
。

石
橋
山
合
戦
事

－
　
八
月
廿
三
目
、
伊
豆
・
相
模
ノ
住
人
三
百
余
人
ノ

勢
デ
、
頼
朝
、
石
橋
二
布
陣
、
大
庭
景
親
・
俣
野
景

尚
等
、
平
家
ノ
方
ノ
武
士
共
三
千
余
騎
デ
、
石
橋
ヲ

攻
メ
ル
。

２
　
三
浦
ノ
一
族
ノ
佐
奈
多
与
一
義
忠
ノ
奮
戦
。
俣
野

五
郎
、
義
忠
ヲ
討
チ
取
ル
。
頼
朝
ノ
軍
勢
、
多
ク
討

死
。
頼
朝
、
椙
山
二
逃
レ
ル
。

３
　
頼
朝
、
一
時
味
方
ノ
人
六
ヲ
分
散
。
北
条
父
子
ハ

甲
斐
国
へ
。
頼
朝
ニ
ハ
土
肥
実
平
等
、
七
騎
ガ
従
ウ
。

小
壷
坂
合
戦
事

－
　
三
浦
ノ
一
族
ノ
人
々
ハ
、
頼
朝
ノ
石
橋
山
デ
ノ
敗

戦
ヲ
知
リ
、
自
害
セ
ソ
ト
ス
ル
ガ
、
三
浦
義
澄
ノ
頼

朝
生
存
ヲ
ア
ク
マ
デ
モ
信
ジ
ル
言
葉
ニ
ョ
リ
、
再
ピ

ノ
後
、
「
小
児
読
諏

謂
」
ノ
記
事
一
ヲ
増

補
。

「
四
部
本
」
ナ
シ
。

「
四
部
本
」
ナ
シ
。

「
長
門
本
」
、
２
ノ

後
二
、
伏
木
二
隠
レ

ル
頼
朝
ヲ
、
梶
原
源

太
景
時
ガ
助
ケ
ル
説

話
ヲ
載
セ
ル
。
「
盛

衰
記
」
、
ソ
ノ
他
異

朝
本
朝
の
故
事
等
ヲ

増
補
。
「
四
部
本
」

記
事
ノ
ミ
記
シ
、
内

容
ニ
ア
タ
ル
本
文
ナ

シ
。「

四
部
本
」
ナ
シ
。

）七（
¢
つ

６
づ

２ 進
軍
。

　
三
浦
ノ
軍
勢
、
畠
山
重
忠
ノ
軍
勢
ト
合
戦
。

義
茂
ノ
功
名
ニ
ヨ
リ
、
畠
山
ノ
軍
勢
ヲ
破
ル
。

三
浦

衣
笠
域
合
戦
事

－
　
三
浦
ノ
一
族
ノ
人
々
、
大
介
義
明
ノ
言
葉
ニ
ヨ
リ
、

衣
笠
城
二
籠
ル
。

２
　
武
蔵
国
住
人
江
戸
太
郎
、
郎
等
ヲ
具
シ
衣
笠
城
ヲ

攻
撃
。
苦
境
二
立
ツ
三
浦
ノ
人
次
ハ
、
老
将
義
明
ノ

言
葉
ニ
ヨ
リ
、
頼
朝
二
再
会
セ
ソ
ト
、
衣
笠
城
ヲ
落

チ
、
安
房
上
総
ノ
方
二
脱
出
。

３
　
城
二
一
人
残
ラ
ソ
コ
ト
ヲ
主
張
ス
ル
義
明
ヲ
、
三

浦
ノ
人
々
無
理
二
輿
二
乗
セ
城
ヲ
出
ル
。
シ
カ
ッ
、

栗
浜
ニ
テ
義
明
ノ
輿
ヲ
昇
ク
雑
色
共
、
追
手
ヲ
恐
レ

テ
逃
亡
。
ソ
ノ
為
二
義
明
、
不
運
ノ
死
二
様
ニ
ア
ウ
。

４
　
山
中
デ
、
頼
朝
二
従
ウ
土
肥
実
平
ハ
、
伊
東
入
道

ガ
土
肥
ノ
郷
ヲ
焼
ク
火
ヲ
遥
カ
ニ
眺
メ
、
ソ
レ
ヲ
八

幡
大
菩
薩
ノ
加
護
ト
述
ベ
ル
。

兵
衛
佐
安
房
国
へ
落
給
事

－
　
土
肥
ノ
許
ヨ
リ
、
三
浦
ノ
人
々
ガ
安
房
二
落
チ
タ

ト
ノ
連
絡
ガ
、
頼
朝
二
届
ク
。
頼
朝
一
行
、
三
浦
・

千
葉
ノ
人
々
ト
合
流
セ
ソ
ト
ッ
テ
、
船
ニ
テ
安
房
へ
。

２
　
頼
朝
、
船
二
乗
ラ
ソ
ト
ス
ル
時
、
ソ
ノ
地
ノ
古
老
、

　
一
行
ノ
人
々
二
烏
帽
子
ヲ
献
ジ
ル
。
頼
朝
、
コ
ノ
古

老
二
将
来
勧
賞
ノ
事
ヲ
約
束
ス
ル
。
古
老
ソ
ノ
事
ヲ

咲
ウ
。

３
　
出
発
ノ
際
、
土
肥
実
平
ノ
子
息
遠
平
、
追
手
ノ
舅

　
ニ
ア
タ
ル
伊
東
入
道
ノ
事
ヲ
気
ガ
ネ
シ
、
出
発
ス
ル

　
コ
ト
ヲ
迷
ウ
ガ
、
人
々
、
船
二
乗
リ
出
発
。

土
屋
三
郎
興
小
二
郎
行
合
事

－
　
北
条
時
政
ハ
甲
斐
国
へ
赴
ク
。

２
　
頼
朝
、
土
屋
三
郎
宗
遠
ヲ
甲
斐
国
へ
派
遣
。
山
中

デ
、
土
屋
、
養
子
ノ
小
二
郎
義
治
ガ
京
ヨ
リ
帰
国
ス

「
四
部
本
」
ナ
シ
。

「
四
部
本
」
ハ
、
３

ノ
所
、
近
藤
七
国
平

ガ
カ
ワ
ッ
テ
乗
船
シ

タ
ト
記
ス
。

『
平
家
物
語
』
合
戦
課
考

三
九



『
平
家
物
語
』
合
戦
諌
考

ル
ノ
ト
出
会
ウ
。
土
屋
、
小
二
郎
ヲ
味
方
ニ
ス
ル
為
、

ア
ェ
テ
不
利
ナ
戦
況
ヲ
語
ラ
ズ
、
小
二
郎
ヲ
同
行
シ

テ
甲
斐
国
へ
。

冊

三
浦
ノ
人
々
丘
ハ
衛
佐
二
尋
合
奉
事

「
盛
衰
記
」
ハ
、
コ

１
　
三
浦
ノ
人
々
、
安
房
国
龍
カ
磯
二
着
ク
。
シ
バ
ラ

ノ
後
二
「
大
庭
早

ク
シ
テ
、
沖
二
一
艘
ノ
船
ガ
出
現
。
頼
朝
ノ
船
ト
分

馬
」
ノ
記
事
ヲ
置
ク
。

カ
ル
。

２
船
中
ノ
頼
朝
、
ナ
オ
用
心
シ
テ
船
底
二
身
ヲ
潜
メ

ル
。
三
浦
ノ
人
々
、
頼
朝
ノ
部
下
ト
、
今
目
マ
デ
ノ

合
戦
ノ
苦
労
ヲ
物
語
ス
ル
。
頼
朝
、
コ
ロ
ア
イ
ヲ
見

テ
、
姿
ヲ
現
ワ
ス
。

３
　
三
浦
ノ
人
々
、
頼
朝
ト
ノ
再
会
二
感
涙
ヲ
流
ス
。

４
　
頼
朝
、
安
房
国
安
州
大
明
神
二
参
詣
。
ソ
ノ
夜
、

神
ノ
加
護
ノ
奇
瑞
ガ
ア
ル
。

５
　
頼
朝
、
上
総
介
広
常
・
千
葉
介
常
胤
二
使
者
ヲ
送

ル
。
常
胤
、
三
千
騎
ヲ
具
シ
頼
朝
ト
合
流
。
頼
朝
等
、

下
総
ノ
国
麻
二
入
ル
。
千
葉
常
胤
ノ
帰
参
ニ
ヨ
リ
、

在
地
ノ
豪
族
達
モ
次
六
ト
頼
朝
方
二
帰
ス
。

回

上
総
介
広
常
佐
殿
ノ
許
参
事

「
四
部
本
」
ハ
、
２

１
広
常
、
当
国
ノ
平
家
方
ノ
武
士
ヲ
討
チ
従
エ
テ
、

ノ
記
事
ナ
シ
、
「
盛

上
総
国
ノ
国
府
ニ
テ
頼
朝
ト
合
流
。
頼
朝
ノ
軍
勢
、

衰
記
」
ハ
、
３
ノ
記

一
万
六
千
余
騎
ト
ナ
ル
。

事
ヲ
後
二
置
ク
（
巻

２
　
頼
朝
、
土
肥
実
平
ヲ
遣
シ
、
広
常
ノ
参
陣
ヲ
タ
タ

廿
三
へ
）

エ
ル
。
広
常
、
ソ
ノ
頼
朝
ノ
態
度
二
感
激
。
将
門
ト

比
較
シ
、
頼
朝
ノ
器
量
ノ
並
々
ナ
ラ
ヌ
事
ヲ
知
ル
。

３
　
頼
朝
、
武
蔵
・
下
総
国
ノ
境
住
田
川
二
布
陣
。
カ

ツ
テ
敵
方
デ
ア
ッ
タ
江
戸
・
葛
西
ノ
人
々
モ
頼
朝
二

帰
服
、
サ
ラ
ニ
軍
勢
ヲ
増
ン
、
野
Ｈ
ノ
板
橋
二
布
陣
。

固

畠
山
兵
衛
佐
殿
へ
参
事

「
四
部
本
」
ハ
、
俣

１
　
畠
山
ノ
人
々
モ
、
頼
朝
ノ
許
二
下
ル
。

野
五
郎
景
久
ノ
助
命

２
　
頼
朝
、
畠
山
一
族
ノ
旗
ガ
頼
朝
ノ
モ
ノ
ト
同
様
白

ノ
記
事
ア
ー
１
・
。
マ
タ

旗
デ
ア
ル
コ
ト
ノ
由
来
ヲ
尋
ネ
ル
。
畠
山
重
忠
、
ソ

島
山
二
与
エ
ル
旗
ヲ

土
屋
、
小
二
郎
ヲ
味
方
ニ
ス
ル
為
、

」

３４５ 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
〇

ノ
由
来
ヲ
語
リ
、
彼
等
ガ
源
家
ニ
ュ
カ
リ
深
イ
者
達

デ
ア
ル
コ
ト
ヲ
説
ク
。

頼
朝
、
千
葉
・
土
肥
二
相
談
ノ
上
、
畠
山
ノ
旗
二

藍
革
ヲ
与
エ
ル
。

　
犬
庭
景
親
、
孤
立
シ
、
相
模
国
ノ
山
中
二
逃
亡
。

　
頼
朝
等
、
平
家
ノ
追
討
軍
ノ
到
来
ヲ
待
ツ
。
平
維

盛
ノ
軍
勢
、
京
ヲ
発
進
。

「
赤
革
」
ト
ス
ル
。

（
備
考
付
加
）

「
四
部
本
」
ハ
、
挙

兵
ノ
記
事
ノ
前
半
部

ヲ
、
　
「
早
馬
」
ノ
記

事
ノ
前
二
置
キ
、
シ

カ
モ
年
代
記
風
二
記

ス
。
　
ソ
ノ
タ
メ
、

「
早
馬
」
ト
記
事
ガ

重
複
。
　
「
長
門
本
」

ハ
、
「
延
慶
本
」
ト

ホ
ボ
同
文
脈
デ
ア
ル
。

　
右
に
あ
げ
た
頼
朝
挙
兵
課
に
っ
い
て
、
注
意
す
べ
き
い
く
っ
か
の
特
徴
を
ま

ず
と
り
あ
げ
て
み
、
そ
の
成
り
立
ち
を
考
え
て
み
よ
う
。

　
ま
ず
第
一
に
気
づ
く
点
は
、
こ
の
挙
兵
講
が
、
頼
朝
の
挙
兵
か
ら
関
東
の
平

定
に
至
る
ま
で
を
、
き
わ
め
て
整
然
と
し
た
構
成
で
描
い
て
い
る
点
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
挙
兵
を
決
意
し
た
頼
朝
に
対
し
て
、
北
条
四
郎
時
政
は
次
の
よ
う

に
述
べ
て
い
る
。
　
（
Ｈ
ノ
ー
）

　
　
上
総
介
八
郎
広
経
千
葉
助
経
胤
三
浦
介
義
明
此
三
人
ヲ
語
ラ
セ
給
へ
此
三

　
　
人
タ
ニ
モ
随
付
マ
イ
ラ
セ
侯
ナ
ハ
土
肥
岡
崎
懐
嶋
ハ
本
ヨ
リ
志
思
ヒ
奉
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
キ

　
　
者
共
テ
侯
ヘ
ハ
参
侯
ワ
ソ
ス
ラ
ム
若
シ
君
ヲ
ツ
ヨ
ク
射
マ
ヒ
ラ
セ
侯
ワ
ム

　
　
ス
ル
ハ
畠
山
庄
司
次
郎
重
忠
同
従
兄
弟
稲
毛
三
郎
重
成
是
等
カ
父
畠
山
庄

　
　
司
重
能
同
舎
弟
小
山
田
別
当
有
重
兄
弟
二
人
平
家
二
仕
ヘ
テ
京
二
侯
ヘ
ハ

　
　
ツ
ヨ
キ
敵
ニ
テ
侯
ヘ
シ
相
模
国
ニ
ハ
鎌
倉
党
大
庭
景
親
三
代
相
伝
ノ
御
家



　
　
人
ニ
テ
侯
ヘ
ト
モ
当
時
平
家
ノ
大
御
恩
者
ニ
テ
候
之
間
君
ヲ
可
レ
奉
レ
背
者

　
　
ニ
テ
侯
広
常
経
胤
義
明
是
等
三
人
タ
ニ
モ
参
侯
ナ
ハ
目
本
国
ハ
御
手
ノ
下

　
　
二
思
食
ヘ
シ

　
き
わ
め
て
流
動
的
で
あ
っ
た
関
東
武
士
団
の
勢
力
分
析
が
、
時
政
に
よ
っ
て

的
確
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
千
葉
・
三
浦
氏
と
い
う
関
東
屈
指
の
豪

族
の
支
援
さ
え
あ
れ
ぱ
、
事
は
必
ず
成
就
す
べ
き
こ
と
、
そ
し
て
畠
山
・
大
庭
氏

と
い
う
勢
力
が
敵
対
す
る
で
あ
ろ
う
こ
と
が
、
あ
た
か
も
予
言
の
如
く
時
政
に

よ
っ
て
整
然
と
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
が
ら
は
、
た
と
え
貴
種
で
あ

れ
一
介
の
流
人
が
惹
き
起
こ
す
前
途
多
難
な
挙
丘
ハ
の
前
夜
に
あ
っ
て
は
、
む
し

ろ
見
通
し
難
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
こ
の
時
政
の
言
葉
は
、
挙
兵
成
就
し

て
後
、
そ
れ
を
回
顧
で
き
る
時
点
に
立
っ
て
初
め
て
言
う
こ
と
の
で
き
る
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
を
裏
付
け
る
よ
う
に
、
頼
朝
挙
兵
講
は
、
屋
牧
判
官
館
へ
の
夜
襲

に
始
ま
り
、
次
に
三
浦
氏
の
動
向
に
眼
が
向
げ
ら
れ
、
っ
い
に
千
葉
氏
の
帰
参

で
そ
の
勝
利
が
確
定
的
に
な
る
、
と
い
う
具
合
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

し
か
も
ま
た
、
頼
朝
が
苦
境
に
立
っ
た
際
に
は
、
そ
れ
が
八
幡
大
菩
薩
の
加
護

と
解
さ
れ
た
り
（
他
ノ
４
）
、
三
浦
一
族
と
の
合
流
の
後
、
安
房
国
安
州
大
明

神
に
参
籠
の
際
に
は
、
奇
瑞
が
起
こ
る
（
出
ノ
４
）
と
い
う
具
合
に
、
頼
朝
の

行
動
の
背
後
に
は
、
神
意
が
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
石
橋
山
の
合
戦
に
破

れ
、
山
中
に
．
逃
亡
し
た
頼
朝
に
土
肥
実
平
は
、
次
の
よ
う
に
語
り
か
げ
て
い
る
。

　
　
丘
ハ
衛
佐
ハ
土
肥
ノ
鍛
冶
屋
カ
入
ト
云
山
二
籠
テ
オ
ワ
シ
ヶ
ル
カ
峯
二
見
遣

　
　
　
　
　
『
平
家
物
語
』
合
戦
課
考

　
　
ケ
レ
ハ
伊
東
入
道
土
肥
二
押
寄
テ
真
平
カ
家
ヲ
追
捕
シ
焼
払
ケ
リ
真
平
山

　
　
ノ
峯
ヨ
リ
逢
二
見
下
テ
土
肥
二
ニ
ノ
光
ア
リ
第
一
ノ
光
ハ
八
幡
大
菩
薩
ノ

　
　
君
ヲ
守
奉
リ
給
御
光
也
次
ノ
光
ハ
君
御
繁
昌
ア
テ
一
天
四
海
ヲ
耀
シ
給
ワ

　
　
ム
ス
ル
御
光
也
次
ノ
光
ハ
真
平
カ
君
ノ
御
恩
二
依
テ
放
光
セ
ム
ト
ス
ル
光

　
　
ナ
リ
ト
テ
舞
カ
ヶ
テ
ヶ
レ
ハ
人
皆
咲
ヶ
リ

　
逆
境
に
立
た
さ
れ
る
こ
と
が
、
将
来
の
成
功
を
神
の
意
志
に
も
と
づ
い
て
約

束
す
る
の
で
あ
る
。
奇
跡
的
な
勝
利
が
確
定
し
た
と
き
、
そ
の
勝
利
を
神
の
意

に
沿
っ
た
も
の
と
し
て
解
釈
す
る
、
そ
う
し
た
前
近
代
特
有
の
論
理
が
認
め
ら

れ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
神
意
を
あ
え
て
描
い
て
ゆ
く
こ
と
は
、
頼
朝
の

勝
利
へ
の
軌
跡
を
神
意
に
よ
っ
て
説
明
づ
げ
よ
う
と
す
る
一
種
の
物
語
的
な
構

想
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　
つ
ま
り
、
こ
の
挙
兵
謹
は
、
先
述
の
時
政
の
予
測
に
忠
実
に
整
然
と
構
成
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
い
い
か
え
れ
ぱ
、
頼
朝
挙
兵
課
は
、
た
ん
に
記
録
や
説

話
の
羅
列
で
は
け
っ
し
て
た
く
、
一
定
の
小
作
品
と
も
い
え
る
ま
と
ま
り
を
有

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

し
て
お
り
、
武
久
堅
氏
も
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
　
『
平
家
物
語
』
に
加
え
ら
れ

る
以
前
に
関
東
に
お
い
て
一
ま
と
ま
り
の
物
語
と
し
て
あ
っ
た
と
十
分
に
推
測

さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
こ
の
挙
兵
講
は
ど
の
よ
う
に
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う

か
。
そ
の
点
で
最
も
注
目
す
べ
き
は
、
頼
朝
の
描
か
れ
方
で
あ
る
。
っ
ま
り
、

こ
れ
ら
の
記
事
は
、
全
体
と
し
て
頼
朝
の
関
東
平
定
に
至
る
経
緯
を
、
整
然
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
一



　
　
　
　
　
『
平
家
物
語
』
合
戦
課
考

し
た
構
成
で
描
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
の
描
写
に
お
い
て
は
、
頼

朝
の
行
動
を
直
接
描
く
こ
と
は
き
わ
め
て
少
な
く
、
む
し
ろ
頼
朝
と
と
も
に
立

ち
上
が
っ
た
佐
々
木
・
土
肥
・
三
浦
・
千
葉
氏
と
い
っ
た
在
地
領
主
達
の
英
雄

的
な
戦
い
ぶ
り
を
通
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
頼
朝
挙

兵
課
は
、
彼
を
と
り
ま
く
武
士
達
の
行
動
を
通
し
て
、
常
に
新
た
な
状
況
へ
と

展
開
し
て
ゆ
く
と
い
う
ふ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
た
と
え
ば
、
今
、
挙
兵
課
の
Ｈ
の
部
分
を
み
て
み
よ
う
。
挙
兵
を
決
意
し
た

頼
朝
の
も
と
へ
、
佐
々
木
兄
弟
が
馳
せ
参
じ
る
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
、
そ
の

緊
迫
し
た
場
面
が
、
頼
朝
の
心
境
や
行
動
に
即
し
て
描
か
れ
る
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
佐
女
木
氏
の
視
点
か
ら
描
か
れ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
頼
朝
を
追

討
せ
ん
と
す
る
大
庭
景
親
の
意
を
知
っ
た
佐
々
木
秀
義
が
頼
朝
に
そ
の
こ
と
を

告
げ
よ
う
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。

　
　
秀
義
浅
猿
ト
思
テ
急
キ
宿
所
二
帰
リ
テ
景
親
カ
・
ル
事
ヲ
コ
ソ
語
申
ツ
レ

　
　
ト
伊
豆
へ
告
申
ム
ト
シ
ケ
ル
ニ
ニ
郎
ハ
勘
当
ノ
者
也
二
郎
ハ
未
佐
殿
ノ
見

　
　
知
給
ワ
ス
太
郎
行
ト
テ
下
野
宇
都
宮
二
有
ケ
ル
太
郎
定
綱
ヲ
呼
テ

　
こ
れ
は
、
挙
丘
ハ
当
時
の
佐
々
木
一
族
の
状
況
と
そ
れ
に
伴
う
秀
義
の
心
理
で

あ
り
、
こ
の
使
者
に
定
綱
が
き
ま
る
い
き
さ
っ
は
、
佐
々
木
氏
以
外
に
知
る
由

も
な
い
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
ま
た
、
佐
々
木
定
綱
・
経
高
・
盛
綱
・
高
綱
の

四
兄
弟
が
、
そ
ろ
っ
て
頼
朝
の
許
に
参
ず
る
と
こ
ろ
も
、
二
郎
高
綱
が
敵
方
の

渋
谷
の
智
で
あ
る
た
め
、
頼
朝
か
ら
疑
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
、
ま
た
兄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
二

弟
間
に
お
い
て
も
、
経
高
が
「
三
郎
ニ
モ
四
郎
ニ
モ
ナ
告
給
ソ
ソ
レ
ラ
ハ
イ
カ

ニ
モ
思
キ
ル
マ
シ
キ
老
也
」
と
述
べ
て
い
る
こ
と
た
ど
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ

れ
ら
は
、
佐
々
木
氏
の
一
族
内
の
複
雑
な
葛
藤
を
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ

ら
一
族
間
の
間
題
を
の
り
こ
え
て
、
四
兄
弟
が
と
も
に
頼
朝
の
も
と
に
参
上
し

た
と
す
る
描
き
方
は
、
明
ら
か
に
佐
々
木
氏
に
伝
え
ら
れ
た
伝
承
た
く
し
て
あ

り
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
同
様
に
、
ｏ
に
お
げ
る
屋
牧
判
官
兼
隆
を
討
ち
取
る
所
も
、
当
日
頼
朝
の
許

に
来
て
、
屋
牧
館
に
か
け
つ
げ
兼
隆
を
討
ち
取
っ
た
加
藤
景
簾
の
功
名
課
と
し

て
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
北
条
使
者
ヲ
立
テ
兼
隆
ヲ
景
簾
カ
討
テ
侯
ナ
リ
ト
申
タ
リ
ケ
レ
ハ
丘
ハ
衛
佐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ク
ル
ノ
ミ
昌
　
　
　
　
　
ラ
セ
リ
　
　
　
　
昌

　
　
サ
レ
ハ
コ
ソ
ト
宣
ケ
リ
景
簾
ハ
非
。
挙
二
戦
功
於
当
時
一
専
残
二
名
望
後
世
一

と
い
三
言
葉
に
よ
っ
て
、
こ
の
記
事
が
結
ぱ
れ
て
い
る
こ
と
に
も
、
屋
牧
判
官

館
の
夜
襲
の
場
面
が
、
北
条
氏
・
佐
々
木
氏
の
伝
承
と
と
も
に
、
加
藤
景
簾
の

功
名
課
も
加
え
て
、
伝
承
の
重
層
的
な
構
成
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と

が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
。

　
そ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
頼
朝
挙
丘
ハ
課
を
み
る
と
、
石
橋
山
の
合
戦
（
田
）

は
、
頼
朝
方
の
先
陣
と
し
て
討
死
し
た
佐
奈
多
与
一
義
忠
の
武
勇
層
か
ら
な
り
、

ま
た
、
三
浦
氏
の
動
向
に
沿
っ
て
語
ら
れ
る
小
壷
坂
・
衣
笠
城
の
合
戦
（
的
向
）

は
、
あ
く
ま
で
も
頼
朝
の
生
存
を
信
じ
つ
つ
、
頼
朝
と
の
合
流
に
至
る
ま
で
死

地
の
中
を
苦
難
と
戦
い
つ
づ
げ
た
三
浦
義
明
・
義
澄
等
、
三
浦
氏
の
伝
承
で
あ



る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
頼
朝
が
安
房
へ
落
ち
る
所
（
¢
リ
）
も
、

た
と
え
ば
四
部
本
が
実
平
の
子
息
遠
平
が
同
船
し
な
か
っ
た
理
由
と
し
て
、
近

藤
七
国
平
を
同
船
さ
せ
た
と
す
る
記
事
を
の
せ
て
、
味
方
の
伊
藤
入
道
の
葺
に

あ
た
る
遠
平
を
残
し
た
と
す
る
、
よ
り
詳
細
な
異
伝
を
記
す
こ
と
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
、
土
肥
氏
の
伝
承
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
あ
る
い
は

ま
た
、
頼
朝
の
命
で
甲
斐
国
へ
派
遺
さ
れ
た
土
屋
三
郎
宗
遠
が
、
山
中
で
養
子

の
義
治
に
出
会
っ
た
際
、
戦
況
の
不
利
を
敢
え
て
明
か
さ
ず
、
う
ま
く
義
治
を

味
方
に
引
き
入
れ
た
こ
と
（
げ
づ
）
も
、
先
の
佐
々
木
・
土
肥
の
場
合
同
様
、
き

わ
め
て
流
動
的
な
情
勢
の
な
か
で
、
一
族
の
離
合
集
散
を
克
服
し
て
戦
い
ぬ
い

た
在
地
領
主
の
あ
り
様
を
よ
く
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
土
屋
三
郎
の
功
名
課
と

し
て
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
同
様
に
、
千
葉
経
胤
・
上
総
介
弘
経
の
帰
参
や
、
畠

山
重
忠
の
帰
服
（
的
・
ｏ
・
臼
）
も
、
そ
れ
ぞ
れ
千
葉
氏
・
畠
山
氏
の
伝
承
と

　
　
　
　
　

認
め
ら
れ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
１
、
一
連
の
頼
朝
挙
兵
課
は
、
頼
朝
の
挙
兵
に
参
加
し
た
、
佐
々

木
・
三
浦
・
千
葉
氏
等
、
在
地
の
領
主
階
級
の
問
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
武
勲
を
語

り
伝
え
る
い
く
さ
が
た
り
を
基
盤
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

草
深
い
在
地
で
人
々
が
一
族
の
武
勲
を
永
く
語
り
継
ぐ
い
く
さ
が
た
り
を
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

え
て
い
た
こ
と
は
、
は
や
く
武
者
小
路
穣
氏
が
指
摘
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
ま

た
、
そ
う
し
た
武
士
達
の
功
名
課
を
基
盤
に
し
て
、
合
戦
課
が
成
立
し
て
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

こ
と
に
っ
い
て
も
、
水
原
一
氏
の
先
駆
的
な
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
る
。
し
か
し
、

　
　
　
　
　
『
平
家
物
語
』
合
戦
謂
考

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

頼
朝
挙
丘
ハ
に
ま
っ
わ
る
こ
の
内
乱
期
の
語
り
は
、
そ
の
戦
い
に
参
加
し
た
武
士

達
に
と
っ
て
は
、
新
た
な
杜
会
的
な
意
味
と
価
値
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。
源

平
の
内
乱
は
、
今
や
古
代
末
期
の
政
治
的
・
杜
会
的
諸
矛
盾
の
集
約
で
あ
り
、

ま
た
、
こ
の
戦
い
に
参
加
す
る
彼
等
武
士
に
と
っ
て
は
、
自
ら
の
功
名
が
、
頼

朝
と
い
う
新
た
な
権
威
に
よ
っ
て
、
所
領
の
獲
得
と
安
賭
と
を
約
束
さ
れ
る
と

い
う
戦
い
で
あ
っ
た
。
東
国
武
士
の
問
で
広
く
伝
承
さ
れ
た
こ
う
し
た
い
く
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
、

が
た
り
は
、
彼
等
の
新
た
な
在
地
支
配
を
説
明
し
保
証
す
る
べ
き
語
り
と
し
て

存
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
こ
の
頼
朝
挙
丘
ハ
講
に
留
ま
る
こ
と

な
く
、
宇
治
川
合
戦
や
一
谷
の
合
戦
あ
る
い
は
壇
之
浦
の
合
戦
等
、
　
『
平
家
物

語
』
に
描
か
れ
る
合
戦
講
の
基
盤
を
な
す
多
く
の
い
く
さ
が
た
り
は
、
王
朝
杜

会
に
と
っ
て
、
歴
史
的
・
政
治
的
意
味
を
き
わ
め
て
顕
在
化
し
つ
っ
、
　
『
平
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
・

物
語
』
作
者
の
前
に
堆
積
し
た
は
ず
で
あ
り
、
作
品
の
世
界
を
、
平
家
の
物
語

か
ら
よ
り
広
い
歴
史
的
視
野
を
獲
得
し
た
叙
事
詩
的
作
品
へ
と
変
容
さ
せ
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。
　
『
平
家
物
語
』
の
成
立
事
情
を
暗
示
す
る
『
徒
然
草
』
や

『
醍
醐
雑
抄
』
の
記
事
が
、

　
　
武
士
の
事
・
弓
馬
の
わ
ざ
は
、
生
仏
、
東
国
の
者
に
て
、
武
士
に
問
聞
て

　
　
書
か
せ
げ
り
（
『
徒
然
草
』
）

　
　
合
戦
之
事
。
依
レ
無
二
才
学
↓
源
光
行
誹
。
之
。
　
（
『
醍
醐
雑
抄
』
）

と
い
う
具
合
に
、
と
も
に
合
戦
課
の
部
分
の
成
り
立
ち
を
、
物
語
の
成
立
過
程

の
中
で
別
途
に
加
え
ら
れ
た
も
の
と
し
て
伝
え
て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
三



　
　
　
　
　
『
平
家
物
語
』
合
戦
諌
考

経
緯
を
物
語
っ
て
い
る
と
い
え
ま
い
か
。

　
そ
う
い
う
意
味
で
、
頼
朝
挙
兵
課
を
語
る
延
慶
本
等
の
諸
本
は
、
東
国
の
新

た
な
支
配
者
に
率
い
ら
れ
た
勢
力
の
拾
頭
と
、
ま
じ
か
に
せ
ま
る
富
士
川
の
合

戦
に
至
る
ま
で
の
緊
迫
し
た
歴
史
情
勢
を
、
確
か
に
み
す
え
る
こ
と
の
で
き
る

文
学
と
し
て
の
骨
組
を
獲
得
し
て
い
る
と
い
え
る
。

３
　
・

一
谷
の
合
戦

　
さ
て
、
語
り
系
諸
本
は
、
こ
の
頼
朝
挙
兵
課
を
略
述
す
る
。
も
ち
ろ
ん
、
挙

兵
課
を
語
る
諸
本
が
そ
の
た
め
に
物
語
の
進
行
を
多
分
に
煩
雑
に
し
て
い
る
点

を
正
そ
う
と
す
る
、
す
ぐ
れ
た
文
芸
的
な
配
慮
が
そ
の
主
た
る
要
因
か
も
知
れ

な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
語
り
も
の
と
し
て
の
『
平
家
物
語
』
の
合
戦

謹
が
、
延
慶
本
の
如
く
歴
史
的
な
叙
述
や
記
録
と
し
て
の
意
味
を
持
っ
た
合
戦

講
と
は
異
質
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
点
が
、
本
質
的
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
生
々
し
い
勝
利
者
の
い
く
さ
が
た
り
が
、
語
り
も
の
と
し
て
の
『
平
家
物

語
』
の
主
題
と
し
て
求
め
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
も
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
琵
琶
法
師
と
い
う
盲
目
の
芸
能
者
が
、
そ
の
ま
な
か
い
の
暗
闇
に
み
た
世
界

は
何
で
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
ま
た
、
　
『
平
家
物
語
』
の
語
り
も
の
文
芸
と
し
て

の
文
学
性
で
も
あ
る
は
ず
な
の
で
あ
る
。
頼
朝
挙
兵
課
の
略
述
は
、
合
戦
課
の

変
貌
を
そ
の
よ
う
な
意
味
で
象
徴
す
る
現
象
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
そ
こ
で
、
再
び
一
谷
の
合
戦
を
素
材
に
、
合
戦
講
の
変
貌
の
姿
を
考
え
て
み

四
四

る
こ
と
に
し
よ
う
。

　
ま
ず
、
生
田
の
森
の
先
陣
と
し
て
討
死
し
た
河
原
兄
弟
の
場
合
を
、
覚
一
本

（
「
二
度
之
懸
」
）
で
み
て
み
よ
う
。

　
　
大
名
は
わ
れ
と
手
を
お
ろ
さ
ね
共
、
家
人
の
高
名
を
も
（
ツ
）
て
名
誉
す
。

　
　
わ
れ
ら
は
み
づ
か
ら
手
を
お
ろ
さ
ず
は
か
た
ひ
が
た
し
。

と
い
う
、
悲
壮
な
覚
悟
で
先
陣
を
き
る
河
原
兄
弟
の
死
は
、
　
「
み
づ
か
ら
手
を

お
ろ
さ
ず
は
」
功
名
が
已
れ
の
も
の
と
な
ら
な
い
在
地
小
領
主
の
悲
劇
を
典
型

的
に
描
い
て
い
る
。
自
己
の
死
を
賭
し
て
初
め
て
在
地
で
の
新
た
な
生
活
が
一

族
に
保
証
さ
れ
る
と
い
う
、
矛
盾
し
た
中
世
武
士
の
「
生
」
の
一
端
が
活
写
さ

れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
河
原
兄
弟
の
討
死
に
っ
い
て
も
、

延
慶
本
の
記
事
は
、
非
常
に
異
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、

　
　
我
モ
く
ト
先
陣
ヲ
心
サ
ス
丘
一
共
多
ク
有
ケ
ル
中
一
武
蔵
国
住
人
和
私

　
　
（
長
門
本
「
私
党
」
）
　
二
河
原
太
郎
高
直
同
次
郎
盛
直
兄
弟
二
騎
馳
来
テ

　
　
馬
ヨ
リ
飛
下
テ
生
田
杜
ノ
城
戸
ロ
ヘ
攻
寄
テ
ツ
ラ
ヌ
キ
ヲ
ハ
キ
テ
逆
木
ヲ

　
　
上
リ
コ
ヘ
テ
城
中
二
入
ヶ
ル
ヲ
（
カ
ッ
コ
内
筆
者
注
）

と
い
う
よ
う
に
、
延
慶
本
は
、
討
死
し
た
河
原
兄
弟
の
心
境
に
は
い
っ
さ
い
触

れ
て
い
な
い
。
む
し
ろ
、
延
慶
本
は
、
河
原
兄
弟
を
射
殺
し
た
「
究
寛
ノ
馬
ノ

上
手
精
兵
ノ
手
聞
ナ
リ
ケ
ル
」
備
中
住
人
真
鍋
五
郎
助
光
の
み
ご
と
な
弓
の
わ

ざ
に
視
点
が
置
か
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

　
　
川
原
太
郎
カ
逆
木
上
リ
コ
ユ
ケ
ル
ヲ
見
テ
サ
シ
ア
ラ
ワ
レ
テ
ヨ
ク
引
テ
射



　
　
タ
リ
ケ
レ
ハ
弓
手
ノ
草
摺
ノ
ハ
ツ
レ
ヲ
射
サ
セ
テ
ヒ
サ
ス
ク
ミ
テ
弓
杖
ニ

　
　
カ
・
リ
テ
立
タ
リ
ケ
ル
ヲ
弟
ノ
河
原
次
郎
見
テ
ツ
ト
ヨ
リ
テ
兄
ヲ
肩
ニ
ヒ

　
　
キ
係
テ
返
ル
所
二
助
光
又
ヨ
ク
ヒ
イ
テ
ニ
ノ
矢
ヲ
射
タ
リ
ヶ
ル
ニ
次
郎
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
虫
ク
イ

　
　
メ
テ
ノ
ヒ
サ
フ
シ
ヲ
射
セ
テ
兄
ト
一
枕
□
倒
ニ
ケ
リ
真
鍋
カ
下
人
落
合

　
　
テ
敢
リ
押
テ
河
原
兄
弟
二
人
カ
頸
ヲ
取
テ
入
ニ
ケ
リ

　
覚
一
本
に
１
み
た
よ
う
な
、
「
下
人
ど
も
よ
び
よ
せ
、
最
後
の
あ
り
様
妻
子
の

も
と
へ
い
ひ
っ
か
は
し
、
馬
に
も
の
ら
ず
げ
父
を
は
き
、
弓
杖
っ
ゐ
て
」
源
氏

方
の
先
陣
に
散
っ
た
哀
れ
な
兄
弟
の
心
中
や
そ
の
有
様
は
、
延
慶
本
に
は
み
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
覚
一
本
は
、
そ
れ
に
比
べ
て
死
ん
だ
兄
弟
の
最
後
の
思
い

を
語
ら
せ
る
。
兄
弟
の
心
中
を
一
瞬
聴
く
者
に
開
い
て
み
せ
る
と
い
う
語
り
も

の
独
特
の
文
体
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
同
様
の
こ
と
が
、
薩
摩
守
忠
度
や
備
中
守
師
盛
・
越
前
三
位
通
盛
・
大
夫
業

盛
等
の
討
死
に
お
い
て
も
み
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
忠
度
の
最
期
は
あ
ま
り
に
も
有
名
で
あ
り
、
ま
た
、
覚
一
本
が
き
わ
め
て
拝

情
的
な
文
武
両
道
に
た
げ
た
理
想
的
武
人
と
し
て
忠
度
を
形
象
し
て
い
る
こ
と

に
つ
い
て
は
、
既
に
山
下
宏
明
氏
や
北
川
忠
彦
氏
の
す
ぐ
れ
た
論
考
が
あ
る
の

＠
で
、
こ
こ
で
は
詳
し
く
触
れ
な
い
。
が
、
こ
の
場
合
も
、
延
慶
本
の
記
事
の
視

点
は
、
忠
度
を
討
ち
果
し
た
岡
部
六
矢
田
忠
澄
の
側
に
あ
る
と
い
え
る
。
延
慶

本
に
は
、
忠
度
の
臨
終
の
念
仏
や
「
行
き
く
れ
て
…
…
」
の
和
歌
の
こ
と
は
語

ら
れ
ず
、
ま
た
、
そ
の
結
末
も
、

　
　
　
　
　
『
平
家
物
語
』
合
戦
謂
考

　
　
是
ハ
タ
カ
頸
ソ
ト
云
テ
人
二
、
・
・
ス
レ
ハ
ア
レ
コ
ソ
太
政
入
道
ノ
末
弟
薩
摩

　
　
守
忠
度
ト
云
シ
語
人
ノ
御
首
ヨ
ト
云
ケ
ル
ニ
コ
ソ
始
テ
サ
ト
モ
知
タ
リ
ケ

　
　
レ
忠
澄
兵
衛
佐
殿
二
見
参
二
入
テ
勲
功
二
薩
摩
守
ノ
年
来
味
知
行
ノ
所
五

　
　
ケ
所
ア
リ
ケ
ル
ヲ
忠
澄
二
給
テ
ケ
リ

と
語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
合
戦
課
も
ま
た
、
本
来
忠
澄
の

功
名
課
と
し
て
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
師
盛
の
場
合
も
、
覚
一
本
に
は
み
ら
れ
ぬ
次
の
よ
う
な
結
末
が
延
慶
本
に
は

み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
転
覆
し
た
師
盛
等
の
乗
っ
た
船
に
攻
め
寄
せ
た
「
川

越
小
太
郎
重
頼
カ
郎
等
十
郎
大
夫
八
騎
」
等
（
覚
一
本
は
「
畠
山
が
郎
等
本
田

次
郎
、
十
四
五
騎
」
と
す
る
）
が
師
盛
の
首
を
掻
こ
う
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。　

　
灘
刀
持
タ
ル
男
ノ
師
盛
ノ
頸
ヲ
切
ラ
ム
ト
ヨ
テ
申
ケ
ル
ハ
カ
ネ
付
サ
セ
給

　
　
テ
侯
ハ
平
家
ノ
一
門
ニ
テ
オ
ワ
シ
マ
シ
候
コ
サ
ム
メ
レ
名
乗
セ
給
へ
師
盛

　
　
宣
ヶ
ル
ハ
已
二
逢
テ
名
乗
マ
シ
キ
ソ
後
二
人
二
問
ヘ
ト
テ
名
乗
給
ワ
ス
長

　
　
刀
ニ
テ
頸
ヲ
切
人
二
、
・
・
ス
ル
ニ
小
松
殿
ノ
末
ノ
御
子
傭
中
守
師
盛
ト
申
ケ

　
　
レ
ハ
吉
人
ニ
コ
ソ
ト
テ
又
立
還
テ
ヲ
ト
カ
ヒ
ヲ
取
テ
頸
ニ
ツ
ケ
テ
ソ
渡
シ

　
　
ヶ
ル
勲
功
二
師
盛
ノ
知
行
ノ
跡
備
中
国
ヲ
ソ
給
テ
ケ
ル

右
の
場
合
も
忠
度
と
同
様
、
敵
の
名
前
が
判
明
し
、
勲
功
に
何
々
国
を
賜
わ

る
と
い
う
、
功
名
課
の
話
型
を
備
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
覚
一
本
で
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五



　
　
　
　
　
『
平
家
物
語
』
合
戦
諌
考

　
　
門
脇
中
納
言
教
盛
卿
の
末
子
蔵
人
大
夫
業
盛
は
、
常
陸
国
住
人
土
屋
五
郎

　
　
重
行
に
く
ん
で
う
た
れ
給
ひ
ぬ

と
、
簡
略
に
記
さ
れ
て
い
る
業
盛
の
場
合
も
、
延
慶
本
で
は
、
常
陸
国
住
人
比

気
四
郎
五
郎
の
功
名
課
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ぱ
、
そ
の
語
り
出
し

が
、
　
「
髪
二
常
陸
国
住
人
比
気
四
郎
五
郎
ト
云
兵
ア
リ
」
と
あ
る
こ
と
や
、
ま

た
、
業
盛
と
五
郎
と
が
組
み
合
っ
て
井
戸
に
落
ち
、
四
郎
が
業
盛
の
首
を
掻
く

と
い
う
こ
の
場
面
が
、
業
盛
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
ふ
れ
る
こ
と
た
く
、
四
郎

五
郎
の
功
名
課
と
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
も
、
一
連
の
一
谷
の
合
戦
の
叙
述

が
、
東
国
武
士
の
功
名
課
と
い
う
脈
絡
に
よ
っ
て
巧
に
構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
明
白
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
業
盛
の
場
合
も
ま
た
、

　
　
十
六
七
許
ナ
ル
若
人
ノ
ウ
ス
カ
ネ
ヲ
ソ
付
タ
リ
ケ
ル
是
ハ
門
脇
中
納
言
ノ

　
　
子
息
蔵
人
大
夫
業
盛
ニ
テ
ソ
ォ
ワ
シ
ケ
ル
哀
ト
モ
云
ハ
カ
リ
ナ
シ

と
、
首
の
主
の
判
明
す
る
経
過
が
語
ら
れ
て
い
る
。
忠
度
・
師
盛
の
場
合
と
同

様
、
功
名
講
に
と
っ
て
首
の
主
が
判
明
す
る
と
い
う
話
型
は
、
現
実
的
な
間
題

な
の
で
あ
っ
て
、
こ
う
し
た
点
か
ら
も
、
延
慶
本
の
記
事
が
本
来
の
い
く
さ
が

た
り
の
伝
承
を
色
濃
く
留
め
て
い
る
と
判
断
で
き
よ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
延
慶
本

の
記
事
が
、
在
地
領
主
層
の
間
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
語
り
を
そ
の
ま
ま
と
り
入

れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
語
り
本
と
比
較
す
れ
ぱ
、
本
来
の
伝
承
の

も
つ
功
名
課
の
色
彩
を
よ
り
濃
く
留
め
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

４
・
覚
一
本
の
世
界

四
六

　
以
上
の
よ
う
に
、
延
慶
本
に
お
け
る
合
戦
描
写
は
、
き
わ
め
て
古
態
の
伝
承

を
留
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
意
味
で
、
延
慶
本
の
合
戦
課
は
、
在

地
領
主
の
リ
ァ
ル
な
姿
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
し
、
ま
た
、
様
六
た
合
戦
講
の

集
積
が
、
全
体
と
し
て
来
た
る
べ
き
中
世
の
到
来
を
、
確
か
な
実
感
を
伴
い
つ

っ
告
げ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
方
法
の
中
に
、

す
ぐ
れ
た
歴
史
認
識
と
そ
れ
を
正
確
に
伝
え
よ
う
と
す
る
現
実
的
な
精
神
を
読

み
取
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
し
か
し
、
語
り
も
の
と
し
て
の
合
戦
課
は
、
ま
た

延
慶
本
な
ど
と
は
異
た
る
固
有
の
世
界
を
創
り
出
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

既
に
み
た
よ
う
に
、
覚
一
本
に
お
げ
る
合
戦
課
は
、
明
ら
か
に
勝
利
者
の
い
く

さ
が
た
り
が
描
く
こ
と
の
で
き
ぬ
、
討
ち
取
ら
れ
た
側
か
ら
の
視
点
に
支
え
ら

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ぱ
、
先
述
の
「
忠
澄
兵
衛
佐
殿
二
見
参
二
入
テ

薩
摩
守
ノ
年
来
味
知
行
ノ
所
五
ヶ
所
ア
リ
ケ
ル
ヲ
忠
澄
二
給
テ
ヶ
リ
」
と
い
っ

た
忠
度
の
最
期
の
結
末
を
、
覚
一
本
と
比
べ
て
み
れ
ば
よ
い
。

　
　
「
あ
な
い
と
お
し
、
武
芸
に
も
歌
道
に
も
達
者
に
て
お
は
し
っ
る
人
を
、

　
　
あ
一
ツ
）
た
ら
大
将
軍
を
」
と
て
、
涙
を
な
が
し
袖
を
ぬ
ら
さ
ぬ
は
な
か
り

　
　
け
り

　
討
ち
果
た
さ
れ
た
忠
度
に
、
中
世
的
人
間
と
し
て
の
理
想
的
な
姿
を
見
出
し

て
ゆ
く
、
そ
う
し
た
芸
術
的
な
方
法
や
文
体
の
創
出
は
、
明
ら
か
に
忠
度
の
死



に
様
を
く
い
入
る
よ
う
に
し
て
聴
い
た
人
々
と
、
そ
の
聴
衆
の
芸
術
的
・
文
学

的
・
人
問
的
要
求
に
応
え
よ
う
と
し
た
盲
人
達
の
営
み
で
あ
る
に
違
い
な
い
。

こ
の
よ
う
な
語
り
も
の
特
有
の
文
体
こ
そ
が
、
ま
さ
に
中
世
固
有
の
文
学
世
界

を
創
り
上
げ
て
い
る
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
た
と
え
ば
先
述
の
越
中
前
司
盛

俊
の
最
期
で
あ
れ
ば
、

　
　
越
中
前
司
初
め
は
ふ
た
り
を
一
目
づ
二
見
げ
る
が
、
次
第
に
ち
か
う
た
り

　
　
げ
れ
ぱ
、
馳
来
る
敵
を
は
た
と
ま
も
一
ツ
一
て
、
猪
俣
を
み
ぬ
ひ
ま
に
、
、
ち

　
　
か
ら
足
を
ふ
ん
で
立
ち
あ
が
り
、
ゑ
い
と
い
ひ
て
も
ろ
手
を
も
（
ツ
）
て
、

　
　
越
中
前
司
が
鎧
の
む
な
い
た
を
ば
ぐ
一
ツ
）
と
つ
ゐ
て
、
う
し
ろ
の
水
田
へ

　
　
の
げ
に
つ
き
た
お
す

と
い
っ
た
具
合
に
、
主
語
が
い
つ
の
ま
に
か
転
換
し
て
し
ま
う
と
い
っ
た
文
章

　
　
　
　
○

も
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
文
章
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
音
読
す
る
と

き
、
　
「
猪
俣
を
み
ぬ
ひ
ま
に
、
ち
か
ら
足
ふ
ん
で
」
と
い
う
箇
所
は
、
生
き
生

き
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
む
し
ろ
自
然
に
主
語
の
転
換
を
可
能
に
し
て
い

る
。
語
り
も
の
特
有
の
文
体
と
は
、
こ
の
よ
う
に
物
語
の
世
界
に
無
隈
に
語
り

手
自
身
が
没
入
し
、
か
っ
そ
の
世
界
を
、
語
り
手
が
説
明
者
と
い
う
立
場
に
再

び
立
ち
帰
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
行
さ
せ
る
と
い
う
、
固
有
の
構
造
に
支
え
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
＠

て
い
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う
し
た
文
体
の
成
立
は
、
当
然
語
り
手
が
す
ぐ
れ
た

芸
能
と
し
て
語
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
場
の
成
立
な
く
し
て
あ
り
え
な
い
だ
ろ

う
ｏ　

　
　
　
　
『
平
家
物
語
』
合
戦
謹
考

　
室
町
期
に
お
げ
る
芸
能
の
隆
盛
と
当
道
座
の
自
立
は
、
そ
う
し
た
語
り
の
場

で
『
平
家
物
語
』
が
文
学
と
し
て
成
熟
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
確
か
に
盲
人
達
は
、
当
初
呪
術
的
な
目
的
で
も
っ
て
『
平
家
物
語
』
の
管
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

者
と
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
亡
霊
の
怨
念
を
語
り
鎮
め
る
こ
と
の
で
き
る
シ
ャ

ー
マ
ソ
特
有
の
職
能
が
、
　
『
平
家
物
語
』
の
管
理
と
結
び
つ
く
論
理
に
つ
い
て

は
、
今
論
じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
呪
的
職
能
民
で
あ
っ
た
彼
等
盲

人
の
集
団
は
、
中
世
杜
会
の
発
展
の
中
で
座
を
捗
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
す
ぐ

れ
た
芸
能
集
団
へ
と
成
長
し
て
ゆ
く
。
亡
霊
の
こ
と
ば
を
語
る
と
い
う
彼
等
特

有
の
語
り
の
機
能
は
、
そ
の
成
長
の
中
で
物
語
を
聴
く
者
に
あ
り
あ
り
と
そ
の

世
界
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
と
い
う
語
り
の
方
法
へ
と
上
昇
し
て
い
っ
た
は
ず
で

あ
る
。
盲
人
史
や
当
道
座
の
成
立
等
、
今
後
究
明
す
べ
き
点
が
多
く
あ
る
に
せ

よ
、
彼
等
特
有
の
生
理
的
・
職
業
的
な
語
り
の
機
能
が
、
芸
術
の
方
法
に
転
換

し
て
ゆ
く
こ
と
は
想
定
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
点
に
つ
い
て

は
、
課
題
と
し
て
稿
を
新
た
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
と
も
あ
れ
芸
術
集
団
と

し
て
の
当
道
座
が
自
立
す
る
こ
と
、
そ
れ
は
ま
さ
に
『
平
家
物
語
』
の
成
立
と

不
可
分
の
関
係
で
な
げ
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
討
ち
果
た
さ
れ
た
側
に
１
、
語
り
の
視
点
を
据
え
る
と
い
う
、
語
り
本
特
有
の

発
想
は
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
盲
人
の
語
り
の
本
質
に
ー
根
ざ
し
た
も
の
で
あ
る

と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
、
様
々
な
人
々
の
死
に
、
人
問
の
根
源
的
な
「
生
」
の

全
体
を
凝
縮
さ
せ
て
ゆ
く
と
い
う
覚
一
本
の
合
戦
課
の
方
法
は
、
そ
れ
故
、
殺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七



　
　
　
　
　
　
『
平
家
物
語
』
合
戦
誤
考

裁
の
く
り
返
し
か
ら
し
か
開
か
れ
る
こ
と
の
な
い
中
世
と
い
う
歴
史
の
厳
し
さ

と
は
か
な
さ
を
、
そ
の
人
々
の
運
命
の
中
に
、
あ
り
あ
り
と
見
え
さ
せ
る
も
の

と
し
て
創
り
出
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
覚
一
本
の
評
価
は
、
そ
の
よ
う
に
か
く
れ
た
盲
人
の
営
み
と
し
て
の
語
り
も

の
固
有
の
文
芸
的
な
方
法
と
価
値
と
を
、
も
っ
と
追
い
つ
め
る
中
で
見
極
め
て

ゆ
か
ね
ぱ
な
ら
な
い
は
ず
で
あ
る
。

　
（
注
）

　
◎
　
『
平
家
物
語
』
の
合
戦
描
写
が
、
す
ぐ
れ
た
叙
事
詩
的
達
成
を
み
せ
て
い
る
点
に

　
　
つ
い
て
は
、
佐
藤
輝
夫
氏
の
研
究
に
詳
し
く
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
佐
藤
輝
夫
氏
「
西
欧
叙
事
文
学
と
の
比
較
を
通
し
て
み
た
『
平
家
物
語
』
」
　
（
『
平
家

　
　
物
語
講
座
・
第
一
巻
』
所
収
）
「
宇
治
橋
合
戦
の
語
り
も
の
的
構
造
」
（
『
軍
記
物
と

　
　
と
そ
の
周
辺
』
所
収
）
『
ロ
ー
ラ
ソ
の
歌
と
平
家
物
語
』

　
　
　
冨
倉
徳
次
郎
氏
『
平
家
物
語
全
注
釈
．
下
ｏ
』

　
＠
　
市
古
貞
次
氏
校
注
『
目
本
古
典
文
学
全
集
・
平
家
物
語
．
Ｈ
』
本
文
頭
注

　
＠
　
武
久
堅
氏
「
『
畠
山
物
語
』
と
の
関
連
　
　
延
慶
本
平
家
物
語
成
立
過
程
考
１
」

　
　
（
『
文
学
』
第
四
十
四
巻
十
月
号
所
収
）

　
＠
　
山
下
宏
明
氏
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
た
と
え
ぱ
「
源
平
閾
謡
録
」
に
お
げ
る
記
事

　
　
が
、
千
葉
氏
に
よ
っ
て
記
さ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
関
東
の
在
地
に
挙
兵
に

　
　
ま
つ
わ
る
多
様
な
い
く
さ
が
た
り
が
伝
承
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。

　
　
山
下
宏
明
氏
「
源
平
闘
謡
録
の
研
究
」
（
『
平
家
物
語
研
究
序
説
』
所
収
）

　
＠
　
武
老
小
路
穣
氏
「
「
い
く
さ
が
た
り
」
に
つ
い
て
」
　
（
『
日
本
文
学
』
第
四
巻
一
号

　
　
所
収
）

　
＠
　
水
原
一
氏
『
平
家
物
語
の
彩
成
』
そ
の
他
、
砂
川
博
氏
も
在
地
の
武
士
や
民
問
の

　
　
宗
教
家
の
静
い
が
、
合
戦
講
成
立
の
基
盤
に
た
っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八

「
延
慶
本
平
家
物
語
倶
利
伽
羅
落
の
形
成
」
（
『
文
学
』
第
四
十
三
巻
七
号
所
収
）
「
義

仲
挙
兵
説
話
の
生
成
－
延
慶
本
平
家
物
語
の
場
合
１
」
（
『
文
学
』
第
四
十
四
巻
五
号

所
収
）

＠
　
益
田
勝
実
氏
「
語
り
も
の
文
芸
の
杜
会
性
」
　
（
『
国
文
学
』
第
五
巻
八
号
所
収
）

＠
　
山
下
宏
明
氏
「
平
家
物
語
の
拝
情
的
側
面
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
軍
記
物
語
と
語
り
も

　
の
文
芸
』
所
収
）

　
　
北
川
忠
彦
氏
「
忠
度
像
の
彩
成
」
（
『
国
学
院
雑
誌
』
昭
和
五
十
年
九
月
号
所
収
）

＠
　
こ
の
よ
う
な
『
平
家
物
語
』
の
語
り
も
の
特
有
の
語
法
に
つ
い
て
は
、
　
『
日
本
古

　
典
文
学
大
系
・
平
家
物
語
・
上
』
の
解
説
に
詳
し
い
。

◎
杉
山
康
彦
氏
「
平
家
物
語
に
お
げ
る
語
り
主
体
の
位
置
　
　
そ
の
思
想
と
文
体
１

　
１
」
　
（
『
文
学
』
第
三
十
三
巻
十
二
号
所
収
）

＠
渡
辺
貞
磨
氏
「
『
平
家
物
語
』
の
作
老
達
　
　
盲
人
と
の
関
係
に
つ
い
て
１
」

　
（
『
大
谷
大
学
文
芸
研
究
会
・
文
芸
論
叢
』
第
三
号
所
収
）

　
そ
の
他
、
早
く
筑
土
鈴
寛
氏
「
平
家
物
語
に
つ
き
て
の
覚
書
」
（
『
復
古
と
叙
事
詩
』

　
所
収
）
以
来
、
　
『
平
家
物
語
』
の
成
立
を
怨
霊
鎮
魂
と
か
か
わ
ら
せ
て
考
え
る
研
究

　
は
、
重
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
角
川
源
義
氏
『
語
り
物
文
芸
の
発
生
』

　
　
福
田
晃
氏
『
軍
記
物
語
と
民
間
伝
承
』

　
　
五
来
重
氏
『
高
野
聖
』
な
ど
。

（
付
記
）

　
　
頼
朝
挙
兵
講
と
『
吾
妻
鏡
』
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
、
本
稿
で
は
ふ
れ
な
か
っ
た

　
が
、
今
後
検
討
を
加
え
た
い
。
ま
た
、
本
稿
の
校
正
の
時
点
で
、
服
部
幸
造
氏
の
論

考
「
〃
軍
語
り
。
と
平
家
物
語
Ｔ
Ｉ
一
の
谷
合
戦
を
め
ぐ
っ
て
－
」
（
『
目
本
文
学
』

　
第
二
十
七
巻
二
号
所
収
）
が
発
表
さ
れ
た
。
本
稿
と
あ
わ
せ
て
ぜ
ひ
参
照
さ
れ
た
い
。
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